
元
老
院
と
協
調
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
多
く
茶
時
の
告
訴
事
件
を

通
し
て
述
べ
、
第
三
章
鶉
σ
窪
器
§
畠
昏
。
国
王
嘗
Φ
に
干
て
は

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
屠
州
に
封
ず
る
政
策
を
論
じ
、
大
話
に
於
て
彼

が
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
と
同
襟
に
、
境
界
の
防
禦
、
鍋
州
民
の
李
和
を

維
持
す
る
こ
と
を
そ
の
．
政
策
の
骨
子
と
せ
る
こ
と
を
詳
言
し
て
居

る
。
第
七
章
夢
⑦
ω
㌶
漏
0
9
σ
Q
δ
h
o
H
跨
Φ
鈴
8
①
ω
。
。
δ
昌
に
於
て
ω
①
す
髭
ω

を
中
心
と
し
て
、
後
獺
者
雫
ひ
た
る
御
家
騒
動
を
詳
細
に
蓮
べ
、
そ

の
子
騨
器
器
の
死
後
彼
の
心
境
の
慶
化
に
つ
い
て
述
べ
、
第
八

章
臼
滞
o
M
o
ω
⑦
o
h
夢
Φ
同
①
お
昌
に
於
て
、
セ
ヤ
ヌ
ス
浸
落
以
後
、

彼
の
攻
策
が
鳥
①
巷
。
鋤
。
。
ヨ
に
鍵
じ
た
こ
と
僧
多
く
の
裁
鰐
事
件
に

於
け
る
彼
の
行
動
に
よ
っ
て
論
じ
て
居
る
。
著
者
は
云
ふ
、
目
6

甥
げ
。
首
p
・
8
0
臨
渉
自
雅
。
・
仲
察
糞
螢
。
。
α
紹
創
p
切
α
創
①
呂
。
瀞
ヨ
ω
ε
o
幽

h
o
臣
げ
郎
ロ
島
ω
σ
Q
鼠
。
・
巴
・
H
け
剛
。
・
鉾
g
黒
藻
夢
8
曙
o
h
爲
μ
0
8
塞
簗
屡

毎
δ
昌
δ
諺
鋤
げ
a
夢
Φ
ω
9
⊃
H
部
0
2
δ
⇔
創
寄
客
艶
①
3
8
鴨
≦
o
ω
甥
）
・
置

9
9
0
駐
8
＝
讐
プ
2
9
三
一
Φ
二
心
げ
暮
皆
≦
霧
ご
9
δ
夢
①
一
①
ω
。
・
お
既

質
口
創
ω
凶
聖
旨
。
毒
ρ
と
。

　
太
書
は
、
時
と
し
て
心
理
解
剖
の
猫
噺
を
含
み
、
或
は
愛
料
に

則
す
る
の
優
り
，
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
事
實
を
も
、
他
の
歴
史
事
實
と

　
　
　
　
　
紐
　
　
　
介

は
無
閥
係
の
姿
に
於
て
述
べ
て
み
る
等
の
訣
隔
あ
れ
ど
、
プ
リ
ン

チ
ペ
ー
ト
か
ら
帝
政
へ
の
過
渡
期
と
し
て
、
テ
ィ
ベ
リ
ゥ
ス
の
晩

年
の
政
策
を
翠
黛
。
駐
諺
と
槻
る
等
、
ロ
ー
マ
史
研
究
者
に
は
興

味
を
起
さ
し
め
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
み
る
。
本
書
は
爾
8
7
Φ

ω
o
璋
8
。
・
9
癖
。
ぎ
。
。
他
撒
濡
の
附
厩
論
文
あ
り
、
ロ
ー
マ
史
研
究

者
に
は
是
非
｝
讃
を
す
蕊
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
本
文
、
ニ
ニ
九

頁
、
附
燭
論
文
一
八
一
頁
○
駄
○
乙
φ
尊
く
Φ
透
谷
津
。
ω
。
。
．
6
G
。
ピ
）

〔
井
上
〕

醗
U
霧
窯
鐸
Φ
蜀
犀
興
（
葺
図
宮
N
o
峯
鴛
。
・
8
ロ
毎
お
2
μ
）

　
．
．
♂
ぐ
δ
ω
9
綴
○
び
9
津
ω
毎
ρ
息
H
（
鎚
け
⊆
弓
博
樽
切
9
H
目

　
　
　
　
　
H
b
首
N
蒔
籠
己
名
冨
ρ
お
こ
。
O

　
維
納
大
學
で
は
、
、
學
考
の
公
開
講
演
（
＜
9
オ
。
。
欝
β
置
6
＜
0
7

櫛
薦
。
）
を
催
し
た
後
、
そ
れ
を
、
差
響
・
・
ω
。
琶
ε
廷
囚
島
詳
・
と
言

ふ
叢
書
の
形
で
屡
次
出
版
し
つ
・
あ
る
。
本
書
U
霧
豊
熟
箋
2

は
一
九
三
〇
年
に
此
の
叢
書
の
第
三
巻
と
し
て
覗
れ
た
も
の
で
あ

る
σ

猫
逸
史
學
の
本
糠
で
あ
る
伯
林
大
學
が
、
前
世
紀
以
來
の
傳
統

　
　
　
　
　
　
第
十
七
霧
　
第
二
號
　
　
ご
九
九
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紹
　
　
　
　
発

の
光
を
喪
ひ
つ
・
あ
る
と
書
ふ
こ
と
が
屡
≧
話
頭
に
上
っ
て
み

る
。
是
に
博
し
て
、
從
來
問
題
と
せ
ら
れ
な
か
っ
た
維
網
の
歴
堤
學

の
近
來
に
於
け
る
難
頭
振
り
は
眼
畳
し
き
も
の
が
あ
り
、
大
戦
後

の
駄
一
遇
壇
に
一
女
唱
中
心
を
形
作
り
つ
・
あ
る
こ
と
は
油
目
に

僧塔

ｷ
る
。
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
ブ
シ
ュ
（
》
窩
9
湊
U
O
霧
○
げ
）
の
賊
費
O
嵩
覧

口
裂
匿
。
津
及
び
囚
鼠
露
お
薄
鼠
。
箆
§
α
q
の
二
著
が
中
世
初
期
の
研
究

に
基
礎
的
な
貢
獣
を
寄
幽
し
た
他
に
、
故
マ
ク
ス
・
ヅ
ボ
ル
シ
ャ
ク

（
鼠
畏
U
く
。
甲
欝
）
の
囚
§
蓄
Φ
ω
。
び
旨
旨
募
O
Φ
凶
馨
茜
Φ
。
・
含
。
ま
Φ

が
近
來
の
名
著
で
あ
る
と
評
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
伯
林
の

老
大
家
ヂ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
e
聾
冠
喜
。
，
・
薮
ε
が
引

退
し
た
と
き
、
ド
ブ
シ
ュ
は
そ
の
名
墨
あ
る
椅
子
に
聴
せ
ら
れ
た

け
れ
ど
も
、
敢
て
維
納
に
留
っ
た
の
で
あ
る
と
動
乱
ら
そ
の
貞
傳

の
中
に
語
っ
て
居
る
。

　
本
書
は
中
世
史
に
囎
し
、
十
三
名
の
專
門
學
者
に
分
婚
せ
し
め

て
執
筆
せ
し
め
た
講
座
風
の
讃
物
で
あ
る
が
、
懊
國
第
一
流
の
學

者
を
網
羅
し
て
居
る
鰍
…
と
，
題
材
の
設
け
方
及
び
扱
ひ
方
に
就
い

て
、
新
し
い
驕
心
を
示
し
て
み
る
織
と
に
於
い
て
、
充
分
評
償
に

暮
す
る
も
の
を
有
っ
て
み
る
。
例
へ
ば
歴
史
學
只
言
の
ド
ブ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
箪
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
〇

や
ヒ
ル
シ
ュ
（
出
障
害
）
、
ス
ル
ビ
…
ク
（
。
。
自
δ
等
の
他
に
、
醤
墨

の
ア
イ
。
フ
ル
（
国
雛
出
）
、
ロ
ー
マ
ン
ス
山
廊
斑
争
の
山
ソ
ヰ
ン
ク
ラ
i
（
～
＜
恥
⇒
腫

扁ハ

ｷ
）
、
濁
逸
文
墨
の
ク
ル
ッ
ク
ホ
ー
ン
（
お
9
匡
6
冨
）
等
を
動
員

し
て
、
夫
々
、
シ
コ
ラ
ス
テ
ィ
ー
ク
や
、
ダ
ン
テ
、
騎
士
文
化
な

ど
の
特
殊
問
題
を
講
ぜ
し
め
て
居
る
が
如
き
で
、
中
世
文
化
を
極

め
て
廣
い
方
面
に
亙
っ
て
理
解
せ
ん
と
す
る
努
力
が
看
取
せ
ら
れ

る
。
分
罐
の
範
園
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
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薯
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書
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欝
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去
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⇔
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O
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色
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O
ω
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U
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ヨ
レ
象
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色
巴
8
「
・
：
：
．
ω
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鐸
N

　
　
　
　
α

　
舅
陰
欝
⑦
剛
巴
8
同
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⇒
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列
⑦
幻
N
Φ
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9
：
：
：
：
響
：
’
：
・
：
：
：
：
。
：
．
ω
吋
げ
笄

　
三
分
鍛
表
に
於
い
て
注
呂
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
庚
墨
の
專
門
家

は
三
三
筆
者
の
約
四
分
の
一
を
占
む
る
に
過
ぎ
す
、
他
は
悉
く
文

躍
、
美
術
、
哲
學
、
法
學
等
の
茅
門
家
で
あ
る
こ
と
で
、
殊
に
宗

教
及
び
敏
會
の
問
題
が
一
も
罵
れ
ら
れ
て
る
な
い
こ
と
は
，
從
來

の
中
世
研
究
と
鋤
比
し
て
最
も
奇
異
の
感
を
起
さ
し
め
る
。
恐
ら

く
本
書
の
編
述
方
針
は
全
艘
的
に
、
中
世
丈
化
の
俗
的
方
面
に
向

け
ら
れ
て
居
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
本
書
の
中
に
於
い
て
ヒ

ル
シ
ュ
敏
授
も
述
べ
て
居
る
如
く
、
中
盤
研
究
は
，
永
き
停
滞
期

の
後
再
び
現
代
入
の
活
重
な
る
關
心
の
下
に
立
ち
つ
≒
あ
る
。
そ

は
、
古
代
史
研
究
に
於
け
る
如
き
、
史
料
方
面
よ
り
の
新
刺
戟
に

負
ふ
も
の
で
は
な
く
し
て
、
新
し
い
世
界
槻
の
動
き
に
由
回
す
る

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

も
の
で
あ
ら
う
。
中
世
に
封
ず
る
重
な
る
理
解
が
求
め
ら
れ
つ
・

あ
る
、
而
も
大
家
の
年
代
で
な
い
介
臼
、
∴
人
の
手
に
よ
っ
て
完

全
な
る
、
眞
に
満
足
す
べ
き
中
世
史
の
書
か
れ
る
こ
ど
は
、
何
暁

の
こ
と
で
あ
る
か
吾
人
は
是
を
期
待
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
本
書
の
如
き
、
種
々
の
專
岩
鼻
者
の
協
力
的
幽
版
が
、
中
世
の

種
々
な
る
断
面
を
理
解
せ
し
む
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て
時
宜
に

適
し
た
興
味
あ
る
試
み
と
し
て
漱
迎
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
鈴
木
〕

　
　
　
醗
朝
鮮
三
更
　

小
田
省
吾
著

　
本
書
は
朝
鮮
に
謹
っ
て
多
年
丈
教
の
中
尉
に
参
與
せ
ら
れ
、
今

は
京
城
大
學
に
於
て
覇
鮮
史
講
座
の
一
を
櫃
任
さ
れ
る
著
者
が
、

一
般
世
人
に
朝
鮮
史
の
概
念
を
會
得
せ
し
め
ん
欝
に
概
説
さ
れ
九

も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
研
究
的
叙
蓮
で
は
な
く
て
專
ら
李
易
な
行

文
に
よ
り
何
人
に
も
分
り
易
く
蓮
べ
る
事
を
主
眼
と
し
て
著
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
特
殊
な
部
門
に
乏
し
て
研
究
せ
ん
と
す
る
入

士
に
と
っ
て
は
緊
要
な
書
と
は
云
ひ
得
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
・
㌦

通
り
古
代
朝
鮮
よ
り
現
時
迄
に
至
る
傘
島
内
の
定
量
、
朝
鮮
の
地

理
的
情
勢
よ
り
有
つ
所
の
日
、
支
と
の
面
隠
に
封
ず
る
概
念
を
得

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
続
　
　
r
三
〇
一
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